
畢一早瀬昇さん琴
大阪ボランティア協会常務理事

日本NPOセンター代表理事

『私からはじまるまちづくり』
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＝ 【以下をご希望の方は9月5日(水)～20日(木)までに問合せ先へお申し込みください｡】
①保育(汐見氏の基調講演と分科会の時間):1歳以上就学前までのお子さん9名まで(無料や先着順)i･

②要約筆記(基調講演のみ）

主催／市民活動まちづくりシンポジウム実行委員会､小平龍毒＝
＝【問合せ】市民生活部(市民協働）壷O42-e4S-gBOgFAXO42-B4S-g575

.＝E-maiI:ddOOBO＠city,kodaira・Igojp三雲垂雲雲琴雪雲＝＝二

垂層雲

定員蕊舗I圃名(露遂雰要3当日錆着順）
4－E二 コ.ご一]手写＝

塁錘輔三4年宰議0月B日仕）
毒～－1鞠:働働～1s:蕊｡（12:so受付開始）＝壱雪

雲{謹識榔瀧誠会館騒階繊瀬…肋一
一＝‐＊当日は駐車場のスペースに限りがありますので、できるだけ他の交通手段をご利用ください。

プー画

蕊

いつのまにか、人と人、人と地域のつながりが希薄になってきましたが、昨年の大震災をきっか

は鴻離雲弓燕謹駕撫'震悪駕:雛製織ためJ〆
のシ:ンボジウムを開催します。これからの小平を、「住んでよかった」「これからも住み続けたい」

と思えるまちにしていくにはどうしたらいいか、みんなで考えてみませんか！

ンドボジ｡ウ

12:30～受付開始＝-

13: 00開会

基調講演＝三=＝

13:10～14:10講師早瀬昇さん

'覇5～冨握講師汐見稔幸さん

＝（休憩、会場移動）

15:30～16:30分科会＝
＝＝

＝＝毒早瀬さん分科会
＝＝
＝＝＝

汐見さん分科会
＝＝＝

16:30～閉会＝ 汐見稔幸さん
白梅学園大学学長

『多世代がいきいき暮らすまちづくり』
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*基調講演には手話通訳がつきます。
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市制施行50周年を迎え、これからの小平のまちづくりを考え行動するきっかけになるような

シンポジウムを企画しました。このために市が委員を公募し、応募した市民27名と市職員をもっ

て実行委員会を結成し、まちづくりについての想いと講師に期待する内容などについて協議を重

ねるとともに、小平市社会福祉協議会の協力を得て準備を進めてきました。

小平は、昭和30年代以降人口が急速に増加し、人と人、人と地域のつながりが希薄となり、

コミュニティの再生を必要としています。また、急速な少子高齢化、財政上の問題、市民ニーズ

の多様化などにより、市民が自主性、主体性をもって、自分たちにとって住みやすいまちを自ら

つくっていかなければならないと考えています。

当市では、近年、公募市民が自治基本条例の策定に深く関わったり、公民館や地域センターな

どでさまざまなグループが活発な活動をしています6束日本大震災以降、安全で安心して暮らせ

るまちづくりへの想いは強く、グループ間の交流や地域の活動に新たに参加される方も増えてお

ります。

このシンポジウムによって、そういった多くの市民の想いをもとに、更なるまちづくりを進め

ていきたいと考えています。一人でも多くの皆さまのご参加をお待ちしております。

唾
，
、
１
．
ｊ
ｌ
ｒ
ｒ
ｆ
ｒ
ｌ
ｌ
‐
‐
・
‐
ｌ
‐
‐
‐
Ｉ
ｌ
ｒ
ｌ
ｒ
ｌ
‐
‐
‐
Ｉ
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
●
、
１
‐
７
㎡
・

闇
箔
趣
旨
Ｊ

‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｔ
Ｉ

市民活動まちづくりシンポジウム実行委員会

著書に『親子ストレス』『学力を伸ばす家庭のルール』『｢格差社会｣を乗り越える子ども

の育て方』『子どもの自尊感と家族』『小学生学力を伸ばす生きる力を育てる』など

鯵⑳②⑤②⑰e⑰
一好誼騨僅盤＆

( まやせのぼる

早瀬昇さん
認定特定非営利活動法人日本NPOセンター代表理事、社会福祉法人大阪ボランティア

鍵霧協会常務理事関西大学経済学部客員教授｡｢新しい公共｣推進会議構成員大阪市な
どの自治体の各種委員会委員などを歴任。自他共に認める熱烈な阪神タイガースファ

ン。ビートルズをこよなく愛する｡｢典型的なB型｣(要は落ち着きがない)と言われるが、

本人は血液型と性格の関係を信じていない。（実際、典型的な｢俗説｣です)。フルポディ

の赤ワイン党。水瓶座、動物占いでは｢波乱に満ちた_|ペガサス。著書に『寝ても覚めて

も市民活動論』『市民社会の創造とボランティアコーディネーション』『NPOはやわ

かりQ＆A』などがある。

がある。
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いる｡三人の子どもの育児にかかわってきた体験から父親の育児参加を呼びかけている。

しおみとしゆき

汐見稔幸さん

含んだ人間形成の学として位置づけたいと思い、その体系化を与えられた課題と考えて

白梅学園大学および白梅学園短期大学学長。東京大学名誉教授、日本教育学会常任理事、

おり、ここに少しでも学問の光を注ぎたいと願っている。また、教育学を出産、育児を

日本保育学会理事、こども環境学会副会長、日本赤ちゃん学会理事、文部科学省中央教 順#灘謝j:職

育審議会教育課程部会委員、放送倫理･審査向上機構放送と青少年に関する委員会委

員長。専門は教育学、教育人間学、育児学。育児学や保育学を総合的な人間学と考えて


